
１．概要

地域公共交通確保維持改善事業については、毎年度、協議会において事業の実施状況の確認、目標達成状況等の事業評価を行うこと
とされており、以下のとおり平成27年度事業の自己評価を行った。

２．事業評価の方法

平成28年1月4日付け及び1月7日付けで委員全員に対し、書面による協議依頼

３．協議結果

全委員から「異議なし」の回答を頂いた。

＜評価の概要＞

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 【資料№1】

補助対象事業 事業概要 目標・効果達成状況、今後の改善

地域内フィーダー系統確保維持費補助金
（国仲・金丸線）

（運行区間）佐和田BS~佐渡病院～新町学校前
～新穂小学校前～佐渡病院前
～佐和田BS

（主な利用）真野小学校、佐渡総合高校の通学及
び佐渡総合病院への通院利用

低床車輌の導入により高齢者・障がい者の通院
利用の改善が図られた。

目標利用者数24,000人
実績利用者数19,907人（82.9%）

引き続き佐渡総合病院への通院需要取り込み
のため利用周知に取り組む。

病院乗入便チラシのほか老人クラブ、民生委
員等を通じた周知を行う。

地域内フィーダー系統確保維持費補助金
（宿根木線）

（運行区間）羽茂高校～小木港～宿根木～江積

従来の宿根木線に太鼓体験交流館及び江積を
追加して運行

目標利用者数4,957人
実績利用者数6,154人（124.1%）
小木航路海上時化等の際の路線バスとの接
続についてスムーズな接続となるよう事業者
間の連絡体制の確保に取り組む

地域公共交通再編推進事業
（再編計画策定事業）

地域公共交通再編実施計画の策定に向けた乗
降調査及びアンケート調査等を実施

調査は計画通り実施。調査結果を踏まえ公共
交通ネットワークの再編に向けた課題を整理し、
平成28年度に地域公共交通再編実施計画を
取りまとめる。

地域公共交通調査事業
（計画推進に係る事業）

多言語バスマップ（日本語、英語、中国語）を制作
新潟交通佐渡の島内営業所及び佐渡汽船窓口、
島内観光協会窓口等で配布

計画通り印刷物を制作・配布した。
今後、新潟駅など島外の交通拠点に配布箇所
を拡大し、更なる公共交通の利用促進を図る。


